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日
蘭
修
好
通
商
条
約
１
５
０
周
年

「
オ
ラ
ン
ダ
の
版
画
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

〜
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
か
ら
エ
ッ
シ
ャ
ー
、モ
ン
ド
リ
ア
ン
、

リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
、ブ
ル
ー
ナ
ま
で
〜
」

８
月
２
日(
土)

〜
９
月
15
日(

月
・
祝)

﹇
会
期
中
無
休
﹈

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

■
プ
ロ
ロ
ー
グ

ラ
イ
ン
川
下
流
の
低
湿
地
帯
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
は
、
土

地
柄
北
海
か
ら
の
風
も
強
く
、
人
々
は
荒
れ
狂
う
水
や
風

と
う
ま
く
共
存
を
は
か
り
な
が
ら
独
特
な
文
化
を
築
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
自
然
を
誰
よ
り
も
理
解
し
、
余

分
な
も
の
を
削
り
取
っ
て
い
く
と
い
う
事
を
繰
り
返
し
、

そ
れ
は
人
々
の
中
に
自
然
や
静
物
の
美
し
さ
や
そ
の
形
を

抽
出
し
て
い
く
意
識
を
生
み
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
意
識
は
風
車
や
跳
ね
橋
な
ど
、
ゆ
た
か
な
自
然
を
利

用
し
た
建
築
物
か
ら
、
身
の
回
り
に
存
在
す
る
家
具
や
広

告
へ
も
広
が
っ
て
い
き
、
や
が
て
限
ら
れ
た
色
と
シ
ン
プ

ル
な
線
や
幾
何
学
形
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
オ
ラ
ン

ダ
特
有
の
デ
ザ
イ
ン
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
本
展
の
テ
ー
マ
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ

版
画
か
ら
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
へ
の
流
れ
と
共
に
、
オ
ラ
ン

ダ
の
芸
術
や
文
化
の
根
底
に
あ
る
自
然
と
風
土
に
つ
い

て
、
パ
ネ
ル
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

■
オ
ラ
ン
ダ
版
画
の
黄
金
期

17
世
紀
、
オ
ラ
ン
ダ
（
当
時
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
連
邦

共
和
国
）
は
黄
金
期
と
呼
ば
れ
、
海
上
貿
易
に
よ
っ
て
世

界
の
中
で
も
極
め
て
裕
福
な
国
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
人

口
も
増
え
急
速
に
発
展
し
て
い
く
文
化
の
中
、
芸
術
面
で

も
新
し
い
表
現
方
法
を
試
み
、
複
製
や
量
産
が
可
能
な
版

画
が
着
目
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

版
画
は
木
版
画
や
銅
版
画
が
主
流
で
し
た
が
、
16
世
紀

後
半
に
金
属
を
腐
食
さ
せ
て
線
を
描
く
エ
ッ
チ
ン
グ
技
法

が
オ
ラ
ン
ダ
で
登
場
し
ま
す
。
エ
ッ
チ
ン
グ
は
、
木
版
画

と
比
べ
繊
細
な
描
写
や
自
由
さ
が
得
ら
れ
る
技
法
で
あ
っ

た
た
め
、
多
く
の
画
家
た
ち
が
多
種
多
様
な
表
現
や
技
法

を
用
い
た
作
品
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
も
、
版
画
は
宗
教
画
や
大
衆
向
け

の
出
版
物
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
版
画

で
は
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
太
陽
の
光
や
風
、
な
び
く

木
々
や
そ
の
世
界
の
中
で
小
さ
く
佇
む
人
々
な
ど
、
自
然

の
風
景
が
多
く
描
か
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
普
段
か
ら
自

分
た
ち
の
周
り
に
あ
る
な
に
げ
な
い
風
景
の
中
に
美
し
さ

を
見
出
し
、白
黒
の
版
画
の
中
に
収
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
油

絵
画
家
と
し
て
も

著
名
な
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
を
始
め
、
ロ

イ
ス
ダ
ー
ル
な
ど

の
版
画
を
通
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
人
々

の
自
然
や
風
土
へ

の
意
識
を
感
じ
な

が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ

版
画
の
黄
金
期
に

制
作
さ
れ
た
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

■
エ
ッ
シ
ャ
ー
に
見
る
オ
ラ
ン
ダ
版
画
の
近
代

〜
自
然
か
ら
独
自
の
表
現
へ
〜

17
世
紀
に
隆

盛
し
た
版
画
は
、

そ
の
後
リ
ト
グ

ラ
フ（
石
版
画
）

や
メ
ゾ
チ
ン
ト

（
金
属
凹
版
）

な
ど
幅
広
い
技

法
が
生
み
出
さ

れ
、
油
彩
画
家

が
版
画
も
併
用

し
て
制
作
す
る

と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
主
流
に
な

り
、
さ
ら
に
、
版
画
を
専
門
と
し
た
版
画
家
と
呼
ば
れ
る

作
家
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
風

景
や
動
植
物
の
形
を
そ
の
ま
ま
描
く
の
で
は
な
く
、
独
自

の
表
現
で
特
異
な
世
界
を
作
り
あ
げ
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
の

版
画
家
、マ
ウ
リ
ッ
ツ
・
コ
ル
ネ
リ
ス
・
エ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
。

エ
ッ
シ
ャ
ー
の
作
品
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は

だ
ま

し
絵

と
称
さ
れ
る
不
思
議
な
構
造
を
持
っ
た
建
物
や
図

形
の
作
品
で
す
が
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
多
く
が
、
風
景
や

植
物
、動
物
と
い
っ
た
自
然
の
も
の
か
ら
着
想
を
得
て
お
り
、

オ
ラ
ン
ダ
の
豊
か
な
自
然
の
中
に
生
き
た
エ
ッ
シ
ャ
ー

が
、
日
常
接
す
る
自
然
の
造
形
物
の
中
に
無
限
の
美
を
見

い
だ
し
、
や
が
て
幾
何
学
的
表
現
へ
落
と
し
込
ん
で
い
く

ま
で
の
過
程
が
窺
え
ま
す
。余
分
な
線
や
表
現
を
排
除
し
、

よ
り
シ
ン
プ
ル
な
構
造
と
形
を
追
求
し
て
い
く
姿
勢
は
、

時
に
猛
威
を
振
る
う
自
然
と
手
を
取
り
合
い
生
き
て
い
く

た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
々
が
生
み
出
し
た
生
活
の
術
に

も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
版
画
表
現
が
幾
何
学
形
状
を

得
意
と
し
た
特
有
の
デ
ザ
イ
ン
へ
移
行
し
て
い
く
流
れ

を
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
作
品
を
通
し
て
見
て
い
き
ま
す
。

2

平
成
20
年
７
月
４
日
（
金
）
〜

９
月
15
日
（
月
・
祝
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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■
オ
ラ
ン
ダ
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
成
り
立
ち

〜
自
然
、
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
〜

オ
ラ
ン
ダ
の
抽
象
表
現
が
、
絵
画
と
し
て
現
れ
始
め
た

20
世
紀
初
期
の
こ
と
で
し
た
。
ピ
エ
ト
・
モ
ン
ド
リ
ア
ン

は
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
追
求
を

経
て
、
更
に
余
分
な
も
の

を
削
ぎ
落
と
し
た
シ
ン
プ

ル
な
抽
象
表
現
へ
と
た
ど

り
着
い
た
、
抽
象
絵
画
の

第
一
人
者
で
す
。
彼
は
極

限
ま
で
単
純
化
さ
れ
た
自

然
物
の
絵
画
か
ら
、
や
が

て
赤
、
青
、
黄
色
の
三
原
色
を
メ
イ
ン
と
し
た
色
調
と
黒

い
線
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
混
ざ
り
気
の
な
い
赤
、

青
、
黄
色
の
原
色
は
、
色
彩
を
極
限
ま
で
シ
ン
プ
ル
に
考

え
た
先
に
到
達
し
た
色
で
あ
り
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
原
色

が
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ザ
イ
ン
へ
取
り
込
ま
れ
て
行
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

ヘ
リ
ッ
ト
・
ト
ー
マ
ス
・
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
は
モ
ン
ド

リ
ア
ン
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
生
み

出
し
た
抽
象
表
現
を
家
具
や
建
築
な
ど
の
立
体
造
形
物
に

反
映
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
の
色
彩
を
色
濃
く
受
け
継
い
だ

の
が
デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
で
あ
り
、
彼
の
絵
本
や
ポ
ス

タ
ー
は
芸
術
と
い
う
枠
に
囚
わ
れ
ず
、
幅
広
い
世
代
に
ダ

ッ
チ
・
デ
ザ
イ
ン
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
20
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
作
家
が
生
み
出
し
た
色

彩
と
形
状
の
抽
象
表
現
が
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
発
展
し
て
い

く
流
れ
を
３
作
家
の
作
品
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

■
ブ
ル
ー
ナ
に
見
る
シ
ン
プ
ル
な
色
と
形

現
代
の
ダ
ッ
チ
・
デ
ザ
イ
ン
を
確
立
さ
せ
、
今
日
ま
で

支
え
て
き
た
作
家
の
代
表
と
さ
れ
る
の
が
、
デ
ィ
ッ
ク
・

ブ
ル
ー
ナ
で
す
。
彼
は
モ
ン
ド
リ
ア
ン
や
リ
ー
ト
フ
ェ
ル

ト
の
色
彩
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
自
然
物
の
単
純
化
を
意
識
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
風

土
と
共
存
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
数
々
の
作
品
は
自
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
の
人
々

に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
彼
の
作
品
を
通
じ
て
オ
ラ
ン

ダ
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
知
る
人
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
ブ
ル
ー
ナ
の
絵
本
作
品
か
ら
彼
の
色
と

形
の
追
求
と
表
現
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

■
エ
ピ
ロ
ー
グ

〜
ダ
ッ
チ
デ
ザ
イ
ン
の
い
ま
〜

オ
ラ
ン
ダ
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
在
人
々
の
生
活

の
中
に
幅
広
く
根
付
い
て
い
ま
す
。
明
快
な
形
と
シ
ン
プ

ル
な
色
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
街
を
見
渡
し
て
も
様
々
な
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
刺
激
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
広
告
や
建
造
物
は
見
る
側

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
の
企
業

ポ
ス
タ
ー
を
紹
介
す
る
他
、
オ
ラ
ン
ダ
の
街
に
溢
れ
て
い

る
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー

作
品
を
鑑
賞
し
た
後
、
出
品
作
家
や
オ
ラ
ン
ダ
文
化
に

関
連
し
た
自
由
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
、
オ

ラ
ン
ダ
の
デ
ザ
イ
ン
や
作
家
た
ち
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ

て
み
よ
う
。

★
エ
ッ
シ
ャ
ー
パ
ズ
ル
を
つ
な
げ
て
み
よ
う
！

エ
ッ
シ
ャ
ー
の
作
品
に
出
て
く
る
動
物

形
の
パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
み
よ

う
！
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
る
よ
。

★
窓
に
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
！

窓
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
素
材
を
使
っ
て
、
モ
ン
ド
リ
ア

ン
の
絵
の
よ
う
に
窓
を
色
と
り
ど
り
に
デ
ザ
イ
ン
し
て

み
よ
う
。

★
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
の
椅
子
に
す
わ
っ
て
み
よ
う
！

リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
の
代
表
作
「
赤
と
青
の
椅
子
（
レ
ッ

ド
ア
ン
ド
ブ
ル
ー
）」に
実
際
に
座
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

★
レ
ッ
ド
ア
ン
ド
ブ
ル
ー
を
組
み
立
て
よ
う
！

「
赤
と
青
の
椅
子
」
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
キ
ッ
ト
（
１
／
５

サ
イ
ズ
）
を
使
っ
て
、
実
際
に
組
み
立
て
て
み
よ
う
！

★
ブ
ル
ー
ナ
の
色
を
学
ぶ
「
は
り
え
」

ブ
ル
ー
ナ
の
絵
本
作
品
は
、
ブ
ル
ー
ナ
・
カ
ラ
ー
と
呼

ば
れ
る
６
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
の
内
容
に
合
わ

せ
て
色
を
選
ん
で
い
ま
す
が
、背
景
の
色
を
変
え
る
と
、

ミ
ッ
フ
ィ
ー
は
ど
ん
な
感
じ
か
な
？
色
の
差
し
替
え
が

出
来
る
貼
り
絵
キ
ッ
ト
で
、
体
験
し
て
み
よ
う
。

★
ブ
ル
ー
ナ
の
色
で
楽
し
む
「
ぬ
り
え
」

小
さ
い
お
子
様
向
け
に
、
ブ
ル
ー
ナ
・
カ
ラ
ー
６
色
等

を
使
っ
た
ぬ
り
絵
も
楽
し
め
ま
す
。

★
オ
ラ
ン
ダ
の
民
族
衣
装
を
着
て
写
真
を
撮
ろ
う
！

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
美
術
館
所
蔵
の
オ
ラ
ン
ダ
民
族

衣
装
を
着
て
み
よ
う
。
大
人
用
と
子
ど
も
用
（
小
学
校

低
学
年
用
）
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
【
日
本
オ
ラ
ン
ダ
年
】
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
企

業
ポ
ス
タ
ー
等
も
資
料
展
示
し
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
丸

ご
と
オ
ラ
ン
ダ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

3

◇
観
　
覧
　
料

3
5
0
円

3
0
0
円

一
　
般

8
0
0
円

7
0
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「コンポジション」ピエト・モンドリアン
1921年　シルクスクリーン　神奈川県立近代美術館所蔵



第
67
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
展
」

７
月
４
日
（
金
）
〜
27
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室
　　　　

本
展
は
七
尾
市
名
誉
市
民
の
池
田
文
夫
氏
（
一
九
〇
七

〜
八
七
）
が
蒐
集
し
た
美
術
品
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

池
田
文
夫
氏
は
七
尾
市
出
身
で
、
岐
阜
県
大
垣
市
を
拠

点
に
経
済
人
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
が
、
他
方
で

美
術
品
に
対
す
る
愛
着
も
一
方
な
ら
ず
、
様
々
な
国
内
外

の
優
れ
た
作
品
を
求
め
ま
し
た
。

氏
は
昭
和
六
十
二
年
に
没
し
ま
す
が
、
そ
の
翌
年
に
ご

遺
族
よ
り
七
尾
市
に
対
し
て
氏
の
蒐
集
美
術
品
よ
り
茶
道

具
を
中
心
と
し
た
一
二
五
点
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
七
尾
市
に
は
美
術
品
を
保
管
・
展
示
す
る
施
設
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
寄
附
を
契
機
に
美
術
館
を
望
む

声
が
高
ま
り
、
当
七
尾
美
術
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
い

わ
ば
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
当
館
の
「
生
み
の
親
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
当
館
が
開
館
し
た
平
成
七
年
よ
り
同
十
七
年

に
か
け
て
美
術
品
の
追
加
寄
附
が
あ
り
、
現
在
「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
計
一
七
〇
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
茶
道
美
術
品
を
中
心
と

し
た
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
池
田
文
夫
氏

が
拠
点
と
し
た
岐
阜
県
及
び
出
身
地
で
あ
る
石
川
県
ゆ
か

り
の
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
陶
磁

器
や
近
現
代
日
本
画
、
浮
世
絵
や
彫
刻
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
で
あ
り
、
本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り

様
々
な
作
品
を
計
五
十
七
点
紹
介
予
定
で
す
。

〈
主
な
出
品
作
品
紹
介
〉

①
陶
磁
器
「
織
部
輪
花
南
瓜
文
台
鉢
」

見
込
に
描
か
れ
た
大
き
な
カ
ボ
チ
ャ
の
葉
が
一
際
目
立

つ
鉢
で
、豪
快
な
筆
使
い
に
よ
る
カ
ボ
チ
ャ
の
葉
や
花
と
、

対
照
的
に
薄
く
繊
細
な
形
に
成
形
さ
れ
た
器
が
、
見
事
に

調
和
し
て
い
ま
す
。

織
部
焼
は
桃
山
時
代
を

全
盛
期
と
し
て
、
現
在
の

岐
阜
県
美
濃
地
方
で
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
本
作
品
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
形
や

色
・
文
様
な
ど
が
と
て
も

奇
抜
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
の
が
特
徴
で
す
。

②
浮
世
絵
「
納
涼
美
人
図
」

宮
川
長
春
作

浮
世
絵
と
い
え
ば
版
画
を
連
想
し
ま
す
が
、
肉
筆
の
浮

世
絵
も
多
く
制
作
さ
れ
、
手
描
き
な
ら
で
は
の
細
や
か
な

表
現
で
一
世
を
風
靡
し
て
い
ま
す
。

本
図
は
江
戸
時
代
中
期
頃
に
活
躍
し
、
肉
筆
浮
世
絵
の

名
手
と
い
わ
れ
た
宮
川
長
春
（
一
六
八
二
〜
一
七
五
二
）

の
手
に
な
る
肉
筆
浮
世
絵
で
、
描
か
れ
た
女
性
や
着
物
な

ど
の
細
部
に
ま
で
神
経
が
行
き
届
い
た
よ
う
な
表
現
は
さ

す
が
で
す
。

③
日
本
画
「
金
魚
図
」

大
橋
翠
石
作

清
ら
か
な
水
の
中
を
悠
然
と
泳
ぐ
立
派
な
風
貌
の
金
魚

が
大
き
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
う
ろ
こ
の
輝
き
具
合
や
柔

ら
か
な
ヒ
レ
の
描
写
が
丁
寧
で
、
夏
に
部
屋
に
飾
れ
ば
涼

し
い
気
分
に
な
れ
そ
う
で
す
。

大
橋
翠
石
（
一
八
六
五
〜

一
九
四
五
）
は
岐
阜
県
大
垣

市
出
身
の
日
本
画
家
で
、
写

実
的
な
動
物
画
を
得
意
と
し

ま
し
た
。

④
彫
刻
「
木
彫
養
老
」

関
野
聖
雲
作

有
名
な
岐
阜
県
の
昔
話
「
養
老
の
滝
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
で
す
。
場
面
は
ま
さ
に
話
の
山
場
で
あ
る
、
木
こ

り
の
息
子
が
父
の
た
め
に
泉
か
ら
酒
を
汲
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
、
そ
の
嬉
し
そ
う
な
顔
が
何
と
も
印
象
的
で
す
。

関
野
聖
雲
（
一
八
八

九
〜
一
九
四
七
）
は
神

奈
川
県
出
身
で
、
神
話

や
歴
史
物
語
を
モ
チ
ー

フ
に
木
彫
を
用
い
て
独

特
の
作
品
を
制
作
し
ま

し
た
。
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◇
観
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円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。



能
登
畠
山
氏
に
つ
い
て

今
年
は
長
谷
川
等
伯
の
長
男
・
久
蔵
の
生
誕
四
四
〇
年

と
い
う
こ
と
で
、
久
蔵
の
代
表
作
で
あ
る
国
宝
「
桜
図
」

（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）
を
特
別
公
開
し
ま
し
た
。

そ
し
て
再
来
年
の
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
は
、

等
伯
が
没
し
て
四
〇
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
東
京
・

京
都
で
大
々
的
な
展
覧
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ

め
、七
尾
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
そ
う
で
す
。

さ
て
も
う
一
つ
、
等
伯
に
関
連
し
た
こ
と
で
今
年
節
目

を
迎
え
た
の
は
「
能
登
畠
山
家
創
立
六
〇
〇
年
」
で
す
。

等
伯
が
能
登
で
活
躍
し
て
い
た
頃
、
能
登
は
ま
さ
に
畠

山
氏
の
領
国
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
能
登
畠
山
氏
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一．

能
登
畠
山
氏
と
は
？

能
登
畠
山
氏
は
室
町
時
代
中
期
よ
り
戦
国
時
代
末
期
ま

で
能
登
国
を
支
配
し
た
大
名
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の
名
族

畠
山
氏
の
支
流
に
あ
た
り
ま
す
。
畠
山
本
家
は
鎌
倉
時
代

初
期
の
足
利
家
当
主
義
兼

よ
し
か
ね

の
子
義
純

よ
し
ず
み

を
祖
と
し
て
お
り
、

室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利
氏
の
一
門
で
、
幕
府
内
で
は
常

に
要
職
に
あ
っ
た
家
柄
で
す
。

畠
山
氏
と
能
登
と
の
関
わ
り
は
嘉
慶
三
年（
一
三
九
八
）

頃
、
畠
山
基
国

も
と
く
に

が
能
登
守
護
に
就
任
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
に
基
国

の
子
満
慶

み
つ
の
り

が
能
登
守
護
を
継
承
し
、
こ
こ
に
能
登
畠
山
氏

が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
、
従
っ
て
満
慶
が
そ
の
初
代
当
主

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
守
護
大
名
は
在
京
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
際
に
能
登
で
統
治
を
行
っ
た
の
は
三
代
目
の
義
統

よ
し
む
ね

か
ら

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
頃
世
は
既
に
戦
国
時
代
と
な
っ
て

お
り
、能
登
で
も
幾
度
か
の
内
乱
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、

畠
山
氏
は
着
実
に
そ
の
危
機
を
克
服
し
、
守
護
大
名
か
ら

戦
国
大
名
へ
と
転
身
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
勢
力
を
確

固
た
る
も
の
と
し
た
能
登
畠
山
氏
は
、
や
が
て
七
代
目
の

義
総

よ
し
ふ
さ

の
頃
に
全
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

二．

能
登
畠
山
氏
の
黄
金
期
と
等
伯

義
総
は
三
十
年
に
わ
た
っ
て
国
主
の
座
に
あ
り
、
そ
の

卓
越
し
た
政
治
手
腕
に
よ
っ
て
能
登
に
安
定
と
繁
栄
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
七
尾
の
城
下
町
も
飛
躍

的
に
発
展
し
、
北
陸
屈
指
の
都
市
と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
義
総
は
文
芸
へ
の
関
心
が
深
く
、
古
典
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
っ
た
三
條
西
実
隆
に
師
事
し
て
『
源
氏
物

語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
研
究
に
熱
中
し
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
よ
り
多
く
の
文
化
人
を
招
い
て
歌
会
な
ど
を

度
々
催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
や
が
て
家
臣
た
ち
に
も
伝

播
し
、
多
く
の
教
養
豊
か
な
武
士
が
活
躍
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
国
時
代
頃
よ
り
武
士
や
有
力
な
町
人
の
間
で

法
華
宗
が
広
ま
り
、
そ
の
中
で
七
尾
で
は
京
都
か
ら
の
流

れ
で
あ
る
「
京
都
法
華
」
が
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て

そ
れ
ら
は
「
七
尾
法
華
」
を
形
成
し
ま
す
が
、
信
仰
の
広

が
り
は
同
時
に
京
都
の
華
や
か
な
町
衆
文
化
も
広
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
「
能
登
畠
山
文
化
」
が
大
輪
の
華
を
咲
か
せ
た
、

義
総
の
治
世
下
の
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）、
長
谷
川
等

伯
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
等
伯
が
幼
少
期
を
す
ご
し

た
頃
は
、
画
家
と
し
て
成
長
し
て
い
く
上
で
最
も
良
い
環

境
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
い
わ
ば
「
長
谷
川
等
伯
」
の
誕

生
に
は
「
能
登
畠
山
文
化
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三．

能
登
畠
山
氏
の
そ
の
後

繁
栄
を
極
め
て
い
た
能
登
畠
山
氏
で
し
た
が
、
や
が
て

そ
の
力
に
も
翳
り
が
見
え
始
め
ま
す
。
天
文
十
四
年
（
一

五
四
五
）
義
総
が
没
す
る
と
次
男
義
続

よ
し
つ
ぐ

が
家
督
を
相
続
し

ま
す
が
、
そ
の
頃
よ
り
重
臣
た
ち
の
台
頭
・
勢
力
争
い
な

ど
が
頻
発
し
ま
す
。
国
主
の
権
威
は
失
墜
し
、
内
乱
が
繰

り
返
さ
れ
た
挙
句
、
上
杉
氏
の
侵
攻
も
加
わ
っ
て
天
正
五

年
（
一
五
七
七
）、
上
杉
謙
信
に
よ
っ
て
七
尾
城
は
落
城
、

こ
こ
に
能
登
畠
山
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

現
在
、
能
登
畠
山
氏
の
足
跡
を
伝
え
る
作
品
や
資
料
は

あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
広
大
な
規
模
を
誇

る
七
尾
城
址
や
、
現
存
す
る
様
々
な
文
献
資
料
や
出
土
資

料
な
ど
が
、
約
一
七
〇
年
に
わ
た
っ
て
権
勢
を
誇
っ
た
能

登
畠
山
氏
の
栄
華
を
今
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

四．

今
年
は
「
能
登
畠
山
」
年

さ
て
、「
能
登
畠
山
家
創
立
六
〇
〇
年
」
と
な
る
今
年

は
、
様
々
な
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
賀
前
田
氏
に
比
べ
て
ど
う
し
て
も
知
名
度
で
劣
る
能
登

畠
山
氏
で
あ
る
だ
け
に
、
今
回
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
当
館
で
も
今
年
９
月
20
日
よ
り
10
月
26
日
ま
で

の
会
期
で
、
企
画
展
「
能
登
畠
山
氏
と
能
登
の
美
術
」
を

開
催
予
定
で
す
。
同
展
は
七
尾
城
史
資
料
館
で
開
催
予
定

の
企
画
展
「
能
登
畠
山
氏
と
文
芸
の
世
界
展
」
に
あ
わ
せ

て
開
催
す
る
も
の
で
、
地
元
に
伝
来
す
る
能
登
畠
山
氏
関

連
の
資
料
を
中
心
に
、
長
谷
川
等
伯
を
含
め
た
「
長
谷
川

派
」
作
品
を
加
え
て
、
ゆ
か
り
の
作
品
・
資
料
を
紹
介
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！
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七尾城址（本丸跡）

七尾城は能登畠山氏が能登支配の
拠点として築いた山城で、本丸か
らの絶景は上杉謙信をも感動させ
たといわれます。



L
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P
ia
n
is
t
C
o
n
c
e
rt
V
o
l.1
1

７
月
６
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

２
年
に
一
度
の
門
下
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
。
上
手

に
楽
し
く
演
奏
で
き
る
か
な
？
何
を
着
よ
う
か
な
？
子
ど

も
た
ち
は
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
。
小
さ
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
た

ち
の
晴
れ
舞
台
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

川
部
真
紀
門
下
生

連
絡
先

川
部
真
紀

０
７
６
７
（
57
）
１
６
４
１

海
　
を
　
感
　
じ
　
る

７
月
10
日
（
木
）

開
演
　
午
後
７
時
30
分

海
の
街
七
尾
　
国
際
港
七
尾
の
海
　
そ
れ
に
繋
が
る
き

れ
い
な
ハ
ワ
イ
の
海
の
映
像
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
を
聞

き
な
が
ら
海
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

入
場
料

無
料

主
　
催

社
団
法
人
七
尾
青
年
会
議
所

連
絡
先

０
７
６
７
（
53
）
２
８
２
２
（
同
右
）

０
９
０
―

４
６
８
８
―

３
２
７
０
（
野
崎
）

北
嶺
中
学
校
フ
ル
バ
ン
ド
部

第
27
回
定
期
演
奏
会

７
月
20
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
６
名
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
１
名
、
キ
ー

ボ
ー
ド
１
名
の
合
計
８
名
に
よ
る
演
奏
で
す
。
今
年
度
は

Ｏ
Ｂ
や
地
域
の
方
々
の
ゲ
ス
ト
出
演
も
あ
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
催
･
連
絡
先

七
尾
市
立
北
嶺
中
学
校

０
７
６
７
（
58
）
１
２
１
３

佐
藤
有
希
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

８
月
３
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
ピ
ア
ノ
連
弾

で
披
露
し
ま
す
。
小
さ
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
奏
で
る
音

を
、
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

佐
藤
有
希
子
門
下
生

連
絡
先

佐
藤
有
希
子

０
７
６
７
（
54
）
０
９
５
５

七
尾
市
健
老
大
学
講
座
　
音
楽
鑑
賞

９
月
９
日
（
火
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

懐
か
し
い
唄
を
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
詩
吟
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
料

４
０
０
円

主
催
・
連
絡
先

七
尾
市
生
涯
学
習
課

０
７
６
７
（
68
）
６
５
９
５

第
64
回
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

石
川
県
七
尾
大
会

９
月
26
日
（
金
）

開
場
　
午
前
11
時
30
分

テ
ー
マ
「
親
育
ち
〜
能
登
か
ら
子
育
て
ル
ネ
サ
ン
ス
〜
」

七
尾
朝
日
中
「
親
子
で
育
つ
学
校
支
援
共
育
を
め
ざ
し
て

・

・

・

・

・

・

・

」

三
重
立
田
小
「
地
域
と
と
も
に
学
校
を
守
り
、
子
ど
も
を
育
て
る
」

１
市
６
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
加
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
発
表
で
す
。

入
場
料

無
料
（
要
参
加
証
）

主
　
催

社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
・
東
海

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
・
石
川
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会

連
絡
先

七
尾
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
内

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

石
川
県
・
七
尾
大
会
開
催
実
行
委
員
会

０
７
６
７
（
53
）
３
６
６
１

第
13
回
七
尾
日
創
展

７
月
10
日
（
木
）
〜
13
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

石
川
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心
と
し
た

絵
画
作
品
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
風
景
、
花
鳥
、
人
物
、

具
象
か
ら
抽
象
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

日
創
会
（
代
表
　
丹
羽
俊
夫
）

連
絡
先

三
宅
厚
史

０
７
６
７
（
77
）
１
３
６
８

6



第
14
回
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

７
月
19
日
（
土
）
〜
21
日
（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

こ
の
協
会
展
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・
工
芸
・

書
・
写
真
の
全
会
員
が
新
作
を
出
品
し
、
広
く
市
民
、
県

内
の
皆
様
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
研
鑽
と
高
揚
を
目
指
し

ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先

同
会
会
長
　
清
水
聖
鵬

０
７
６
７
（
52
）
３
９
３
１

七
尾
能
面
展
2
0
0
8

７
月
24
日
（
木
）
〜
27
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

能
面
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
10
人
が
、
心
を
込
め
て

制
作
し
た
女
面
、
男
面
、
鬼
神
面
等
の
能
面
約
50
面
を
展

示
し
ま
す
。
能
面
の
解
説
や
能
面
を
着
け
る
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
能
面
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

面
匠
会
・
能
登
面
打
同
好
会

連
絡
先

森
多
雪
山

０
７
６
７
（
22
）
１
２
０
７

『
楓
図
』、『
松
林
図
』
に
続
き
開
館
よ
り
三
回
目
を
数

え
る
「
国
宝
」
の
展
示
と
な
っ
た
本
展
覧
会
は
、
四
月
四

日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
（
三
十
二
日
間
）
の
会
期
中
、
一

六
、
五
五
七
人
も
の
観
覧
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

中
で
も
七
尾
市
内
・
中
能
登
町
の
全
小
中
学
校
児
童
及

び
高
校
生
が
本
展
を
観
覧
、
ほ
か
に
も
奥
能
登
の
小
学
校

が
バ
ス
遠
足
で
、
県
外
の
大
学
生
は
ゼ
ミ
で
、
と
多
く
の

方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
学
生
の
観
覧
者
総
数
は
六
、
一

四
六
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
生
対
象
「
等

伯
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
」
へ
の
参
加
者
数
は
二
、
六
八
六
人

と
最
高
記
録
を
更
新
！
展

示
室
内
で
は
、
学
芸
員
の

解
説
に
耳
を
か
た
む
け
つ

つ
真
剣
な
眼
差
し
で
作
品

に
見
入
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
引

率
の
先
生
方
は
じ
め
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
学

校
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

展
覧
会
期
が
進
む
に
つ

れ
、
一
般
個
人
の
観
覧
者

数
も
倍
増
、
「
何
度
見
て

も
良
い
」
と
二
度
、
三
度
と
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様

も
お
ら
れ
、「
国
宝
」、「
名
品
」
の
持
つ
『
力
』
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
展
開
催
に
あ
た
り
、
所
蔵
者
の
方
々
に
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
作
品
・
展
示
室
内
の
監
視

に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

7

長
谷
川
等
伯
展

〜
久
蔵
の
国
宝
「
桜
図
」
特
別
公
開
〜

を
終
え
て

クイズに熱中する子どもたち

長
谷
川
等
伯
展

〜
久
蔵
の
国
宝
「
桜
図
」
特
別
公
開
〜

を
終
え
て

第
９
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館
友
の
会

「
鑑
賞
の
旅
」の
ご
案
内

今
年
の
「
鑑
賞
の
旅
」
は
、

秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
石
川
県
立
美
術
館
の
展
覧

会
『
法
隆
寺
の
名
宝
と
聖
徳
太

子
の
文
化
財
展
』
を
嶋
崎
丞
同

館
館
長
の
ご
案
内
で
鑑
賞
し
ま

す
。
名
宝

勢
ぞ
ろ
い

の
展

覧
会
を
、
そ
し
て
素
敵
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
県
立
美

術
館
を
楽
し
ん
で
き
ま
せ
ん
か
？
午
後
か
ら
は
、
体

験
コ
ー
ス（
長
町
友
禅
館
で
加
賀
友
禅
の
染
色
体
験
）

と
散
策
コ
ー
ス
（
長
町
・
武
家
屋
敷
な
ど
の
散
策
）

の
二
組
に
分
か
れ
て
城
下
町
金
沢
を
満
喫
し
ま
す
。

す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽
選
も
あ
り
ま
す

の
で
お
楽
し
み
に
♪

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
　
　
程

10
月
５
日
（
日
）【
七
尾
市
バ
ス
利
用
】

◆
見
学
予
定
地

（
金
沢
方
面
）

石
川
県
立
美
術
館
、
長
町
友
禅
館
な
ど

◆
参
加
費

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

①
体
験
コ
ー
ス
　
５，

５
０
０
円

素
敵
な
ミ
ニ
染
額
（
15
㎝
四
方
）
を
作
成
。

友
禅
作
家
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

②
散
策
コ
ー
ス
　
３，

５
０
０
円

老
舗
記
念
館
、
武
家
屋
敷
「
野
村
家
」
な
ど
を

見
学
・
長
町
界
隈
を
散
策
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
体
験
料
・
見
学
料
・
昼
食
代
込
。
友
の
会
会
員

以
外
の
方
は
右
記
参
加
費
に
１，

０
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
募
集
定
員

先
着
25
名
（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
申
込
開
始

７
月
10
日
（
木
）

◆
申
込
方
法

参
加
費
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
受

付
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

参
加
者
大
募
集
！

前
号
の
お
詫
び

前
回
発
行
分
「
美
術
館
だ
よ
り
第
53
号
（
春
号
）
」
４
頁
の

作
品
画
像
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
流
水
桜
文
蒔
絵
神
代
欅

棗
」
（
松
田
権
六
作
）
の
画
像
に
、
誤
っ
て
不
出
品
作
品
の

「
三
保
の
富
士
蒔
絵
棗
」
（
松
田
権
六
作
）
を
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
当
該
頁
の
正

し
い
画
像
を
掲
載
し
た
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
差
し
替

え
希
望
の
方
は
当
館
受
付
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

※
差
し
替
え
済
み
の
「
美
術
館
だ
よ
り
」
が
届
い
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。



〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
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石川県七尾美術館だより 第54号（夏号）

これからの展覧会予定

◎次号・第55号（秋号）は10月１日発行予定です。

◆第1・2・3展示室

「冬季・所蔵品展」
平成20年12月13日（土）～平成21年2月15日（日）

◆第2展示室

「2008イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」

毎年ボローニャ市で開催される、絵本原画コンクールの入選作品が今年もやって
きます。絵本のために制作された５枚組の原画は世界中から応募があり、今年は
23カ国99名の個性豊かな作品が選ばれました。
また、特別展示は2007年ブラティスラヴァ世界絵本原画展グランプリを受賞し

た、アイナール・トゥルコウスキィ（ドイツ）です。
会期中には絵本づくりワークショップや絵本アニメ上映会なども行います。

「おかあさん」 インガ・ドロフェーヴァ（ドイツ） （「リンヒェンは、あるひ おさんぽにいきました」より）

平成20年11月7日（金）～12月7日（日）会期中無休

◆第1展示室

「（仮）新収蔵作品を中心に」
現在当館では所蔵品・寄託品あわせて約560点の美術品を保管していま

すが、本展では主に昨年から本年にかけて新規に当館が保管することとな

った所蔵品・寄託品など、新しく仲間入りした様々な作品を幅広いジャン

ルで紹介予定です。 「冬の道」 斉田　正一

「（仮）水と風がはこぶもの」
雨が降り、水が流れて大河をつくり、風が起こって雲が流れ、波がたつ。

このように自然は絶え間なく変化しています。当館所蔵品及び寄託品の中

から、その様子を捉え作品として表現されたものを絵画・彫刻・工芸作品

でご覧いただきます。 「飛ぶカモメ」 ジャン・マキシム・ルランジェ（フランス）

（7月～9月）

◆7月 1～3、7、14、22、28～31

◆8月 1

◆9月 16～19、22、24、29


